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師走の候、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

さて、株式会社エス・エム・エス（本社所在地:東京都千代田区、代表取締役社長:諸

藤周平、以下当社）は「高齢社会に適した情報インフラを構築することで価値を創造し

社会に貢献し続ける」という企業理念のもと、介護・医療・アクティブシニア分野におい

て、人材紹介事業、メディア事業（求人広告、資格講座情報）、新規事業（従事者コ

ミュニティサイト、介護事業者向けビジネスポータルサイト）などのサービスを運営して

います。

その中、変化の目まぐるしい介護・医療業界において迅速かつ正確に、公正な立場

から事業者・従事者・利用者にまつわる実態を明らかにする目的で、を発信しておりま

す。（過去のレポートはこちら→http://www.bm- sms.co.jp/pr/）

本レポートにある記事や医療・介護業界における各種データ、その他取材や調査の

ご相談につきましては当社広報担当までご連絡ください。

お問い合わせ先

株式会社エス・エム・エス（東証マザーズ上場証券コード：2175） 広報担当 西原

TEL：03- 5295- 7398（直通）e- mail：prinfo@bm- sms.co.jp

1. 【最新Topics】 ～現職看護師から見た新型インフルエンザの実情～

近年世界中で猛威をふるっている「新型インフルエンザ」。ワクチンの調達など国

を挙げての対策が行われている中で、実際の現場での新型インフルエンザに対

する取り組みと要望について235名の看護師（※）へのヒアリング結果を元にレ

ポートいたします。

2. 【シリーズ「採用の現場」】 ～第7回：患者に対してじっくり関われる病院作り～

採用が難しい状況が続く看護職。その中、採用及び定着に向けて意欲的に取り

組んでいる病医院の事例をご紹介いたします。

3. 【医療業界最新ベースデータ】 ～数字で見る医療の実態～

当社で展開している求人広告サービスで収集したデータをもとに、看護師に関

するデータをいち早く集計してお届けいたします。

Vol.4 ラインナップ
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※正看護師・准看護師・保健師・助産師を指します。
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世界保健機関（ＷＨＯ）は12月17日、世界の新型インフルエンザによ

る死者が１万人を超えたと発表した。

日本においても、厚労省によると12月6日に国内の新型インフルエ

ンザ感染者の死亡は、疑い例も含め100人に達しており、依然新型イン

フルエンザの脅威は残っているといえる。

その中、日本国内では新型インフルエンザワクチンの接種が順次

行われている状況であるが、接種が行われている済生会前橋病院

（前橋市）では最長で「１時間待ち」となるなど、混乱が起きている事

例が報告されている。

そこで、実際の医療現場における新型インフルエンザに対する認

識とその対処方法、さらには国や病医院、患者に対する要望につい

て調べるべく、当社では12月4日～14日の期間に看護師を対象とし

たアンケートを実施し、その結果、235名の回答を得ることができた。

まず初めに、今回の新型インフルエンザの脅威について昨年の季

節性のものと比べてどのような認識かを尋ねたところ、約30％の方が

「（昨年に比べて）危険性はかなり高い」と答えており、「危険性はそ

れほど高くない」（14％）に比べて高い結果となった。（図1）

新型インフルエンザによる

死亡者数が全世界で1万

人を突破

看護職235名に対して緊急

アンケートを実施

30％以上が昨年よりも危

険性は高いと回答

【最新Topics】 ～現職看護師から見た新型インフルエンザの実情～
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世界中で猛威をふるう新型インフルエンザ。国内においてワクチン接種が始まる中、現場で働く

看護師から見た新型インフルエンザに対する認識は、脅威と感じているものの、対策は不十分で

あるという結果が明らかになった。今後の要望としては「ワクチンの供給量増加」や「ワクチン・マス

ク代の支給」、「感染予防策の徹底と冷静な行動」などが挙がり、国・病医院・患者がそれぞれ危機

意識を高く持って対処する必要があることを再認識する結果となった。

Vol.4
現職看護師から見た新型インフルエンザの実情

【調査概要】
■調査期間
2009年12月4日～12月14日
■対象
当社看護師関連サイト会員（正看護師、准看護師、保健師、助産師）
■調査方法
インターネットを使ったアンケート調査
■有効回答数
235名（女性221名、男性14名 20代40名、30代79名、40代92名、50代以上23名）
■主な対象となる資格
正看護師、准看護師、保健師、助産師
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次に、職場での従業員への新型インフルエンザ対策について尋ね

たところ、40.5%％の看護師が「不十分である」、もしくは「やや不十分

である」という結果となった。（図2）

その一方で職場における具体的な新型インフルエンザ対策につい

て尋ねたところ、「従事者に対するワクチン接種」が最も多かったが、

それ以外にも「感染委員会の設置」「面会制限」などの安全管理対策

が実施されているとの声が集まった。（図3）
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従業員への新型インフル

エンザ対策は40％以上が

「不十分」と回答

図1：新型インフルエンザ
の脅威について（N=235）

当社看護師向け実態調査（2009年12月）調べ(以下同様)

図3：職場での新型インフルエンザ対策における具体的な取り組み（一部抜粋）

¸感染委員会を中心に手洗い・うがい・消毒・マスク着用などの徹底

（広島県、30代女性）

¸面会者へ同居者など身近で発症した場合の早期報告促し、面会制限の説明

（岐阜県、20代女性）

¸スタッフが症状を早期発見、対応できる様、知識向上のための勉強会の実施

（岐阜県、20代女性）

¸スタッフ全員（事務職など含め）の新型インフルエンザワクチン接種

（埼玉県、50代男性）

¸本人、家族が感染した場合の勤務に対する規定がある（出勤停止日数など）

（福岡県、40代女性）

¸自己免疫力を高めるように生活習慣の見直しと体力の維持（愛知県、40代女性）

¸熱発者用感染隔離室の新設（兵庫県、20代女性）

図2：職場での従業員への新型
インフルエンザ対策について（N=222）
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これまで見てきたように、新型インフルエンザに対しては多くが脅威

であると回答した一方で、職場においての対策は不十分であるという

結果が明らかになった。

そこで、今後新型インフルエンザに対する対策として国に対する要

望を自由回答で尋ねたところ、「ワクチン供給量の増加」（35名）、「接

種優先順位の見直し」（22名）、「ワクチンに対する助成」（17名）が多

く寄せられた。

その他の意見では「自主接種ができるような接種キットの販売」や

「保健所での接種」があがっており、病医院内での新型インフルエン

ザによる対応で現場が混乱しているため、それらに対する対策を要

望している意見が多いことが明らかになった。（図4）

次に、職場（病医院）に対する要望を自由回答で尋ねたところ、「ワ

クチン・マスク代の支給」（83名）、「感染時の有給休暇の取得」（67

名）が圧倒的に多く寄せられた。

その他の意見では「発熱外来の設置」や「空気清浄機の導入」、「マ

スクの配布」など個別の病医院での対策の遅れを指摘する声も一部

で挙がった。（図5）

国に対する要望は

「ワクチン供給量の増加」

「接種優先順位の見直し」

「ワクチンに対する助成」

が多く寄せられた

職場に対する要望は

「ワクチン・マスク代の支

給」

「感染時の有給休暇取得」

が多く寄せられた

図4：新型インフルエンザ対策における国に対する要望（一部抜粋）

図5：新型インフルエンザ対策における職場に対する要望（一部抜粋）

¸ワクチン接種はクリニックではなく、各保健所等公的な場所で接種するようにして

ほしい（神奈川県、40代女性）

¸医療現場の実情を踏まえた上で、ワクチンなどの供給を明確にしてほしい

（神奈川県、40代女性）

¸潜伏期間をもっと国民に伝えてほしい。（神奈川県、40代女性）

¸子供の優先順位をもっと考えて欲しい。費用の一部負担も。かかってからでは遅

すぎる。責任をとってもらえないし。全てが親の管理不注意と言われる

（愛知県、30代女性）

¸すぐに病院に行かず、簡易キットを薬局で販売したり、保健所で実施してほしい。

発熱後30分とかでも患者が来て大変なので・・・また、病院に来ることで、新型に

感染してしまう（福岡県、20代女性）

¸空気清浄機を用意して欲しい。マスクを職員に無料支給して欲しい

（愛知県、30代女性）

¸看護師も、家族が新型インフルエンザにかかった時は、仕事の休みが欲しい。

（東京都、30代女性）

¸発熱外来はわけてほしい。救急対応しながらインフルエンザ受診の対応を行うと、

負担が大きい上に、我々ナースが媒体となりかねない（京都府、40代女性）
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次に新型インフルエンザ対策として患者に対する要望を自由回答

で尋ねたところ、マスクの着用、うがい・手洗いの励行、十分な睡眠な

どの「感染防御行動」（134名）を促す結果が多く寄せられた。

その他の意見では感染後の自宅待機などの「感染拡大防御行動」

や過剰な反応や検査の要望を控えるなどの「冷静な行動」があがって

おり、患者自身（もしくは罹患の可能性がある国民全体）が正しい認

識を持つ必要があることを再認識されられる結果となった。（図6）

ちなみに、現職の看護師が自ら行っている対策について尋ねたとこ

ろ、「うがい・手洗いの励行」（92.3%）、「マスクの常時装着」（60.0%）、「予

防接種」（57.4%）、「栄養管理」（54.5%）、「（十分な）睡眠」（54.0%）、「人

混みを避ける」（50.6%）などがあがっており、特別な対策を取るのではな

く当然と言われている対策を地道に行っていることが分かる。（図7）

このように、新型インフルエンザに対しては多くの看護職が脅威で

あると回答した一方で、病医院においての対策は不十分であるという

結果が明らかになった。その中、国によるワクチンの安定供給や病医

院によるワクチンやマスク代の支給といった支援策を希望する声が挙

がった。また、患者になりうる我々は感染予防策の徹底と冷静な行動

が求められているといえる。

新型インフルエンザ対策に即効性の高い対策はなく、まずは一人

一人が危機意識を高く持って行動する必要があるといえる。

患者に対する要望は

「感染防御行動」

が多く寄せられた

今後も危機意識を高く持っ

て行動する必要あり

図6：新型インフルエンザ対策における患者に対する要望（一部抜粋）

図7：看護師が自らが行っている新型インフルエンザ対策（複数回答 n=235）
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¸外来に来る時は、マスクをつけてきて欲しい（東京都、30代女性）

¸自分がインフルエンザだと診断された場合は、なるべく他人との接触を避けるよう

にして欲しい（埼玉県、30代女性）

¸何でもかんでもインフルエンザと決めつけず、高熱が出たら受診するとか、まず

は自分で考えてから受診して欲しい（広島県、30代女性）

¸予防接種をしたら大丈夫と安易に考えないで欲しい（愛知県、30代女性）
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【シリーズ「採用の現場」】 ～第7回：患者に対してじっくり関われる病院作り～

神経内科専門病院として神経内科看護のエキスパートによる専門ケアを提供している世田谷神経
内科病院（東京都世田谷区）。その中で、保育室の完備や有給消化の促進など看護師に対して働
きやすい環境を提供することで離職率の低下を実現している様子を看護部長の辻村文子さんに伺い
ました。

―― （聞き手：当社）採用状況は？

（語り手：辻村さん）当院では、現在81名の看護

師が在籍しております。今年度は約30名を採用い

たしましたが、看護配置基準を上げるためにも

来年度の採用数は30名を予定しています。

（※人数はいずれも契約社員/ パートタイマーを含む数字）

―― まず始めに病院の特徴とは？

当院ではこれまで「患者に対してじっくり関われ

る病院作り」を目指しています。そのため患者に

ゆったりと過ごしていただくために廊下を広めに設

計し、ベッドを斜めに配置しています（右図）。

―― ちなみに離職率はどのくらいですが？

当院が設立された3年前は、離職率が40％ほど

だったのが、翌年には30％に下がり、昨年度は

11％ほどまで下がりました。

―― 看護師に対しての待遇面は？

特に特徴となるような制度はありません。比較的

喜んでいただいているのは保育室を24時間完備

している点ですね。また、既婚者に対しては時短

勤務を設けておりますのでこれら二つの制度に

よって産休を取る看護師の方はほぼ全ての方が

職場へ復帰されています。

―― その他に特徴的なことはありますか？

積極的に有給消化を促しています。その結果、

当院の有給消化率は80％以上と、大学病院など

比較的有給休暇が取りづらい病院に比べて高い

割合になっているのではないでしょうか？

―― これからの病院の目指すありかたは？

まずさきほどの「患者に対してじっくり関われる病

院作り」については今後も継続していきたいです

ね。

次に当院の患者は全員が人工呼吸器を使用さ

れている方である為、当院で最期を迎えられる

場合があります。その際に注意していることは患

者だけでなく、「ご家族が満足できる看護」を目

指していきたいと思っています。

そのためにも家族とのコミュニケーションを大

切にできる看護師が重要と考えていますので、

そういった看護師の集まりになるようにしていき

たいですね。

―― 「患者に対してじっくり関われる病院づく

り」と「ご家族が満足できる看護」が働いている

看護師のやりがいにつながっているのですね。

本日はありがとうございました。

離職率が11％まで低下！

有給消化率は80％と高水準！

「ご家族が満足できる看護」を目指して

世田谷神経内科病院の特徴

広々とした廊下はなんと3.8m！

患者同士の顔が見えないようベッドを斜めに配置！
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【医療業界最新ベースデータ】 ～数字で見る医療の実態～

医療従事者の人材紹介及び求人広告を展開している当社の持つデータをもとに、
医療従事者の転職状況及びその推移を、「転職意向」「給与」の観点でお伝えします。

転職に際して最重要視する項目（3項目）
を調査したところ、（回答数：431名）

1位：勤務地 235票（54.5%）
2位：給与・手当 196票（45.5%）
3位：同僚・職場の雰囲気 131票（30.4%）

となっており、勤務地と待遇面において
転職で重視する傾向が強いと言えます。 当社看護職向け就職・転職フェア「看護適職フェア」（2009年11月）の来場者アンケート調べ

看護師意識動向調査 転職に際しての最重要視項目

募集給与データ

看護職の求人案件から見る地域別月額募
集給与を調査したところ、

高い地方は「関東地方」で ¥265,976
と前回（9月）に比べて約2000円上昇した。

低い地方は「九州・沖縄地方」で¥204,977 
と前回（9月）に比べて約4000円上昇した。

そのため、地域間で6万円以上と前回（9
月）に比べてさらに1万円の格差が生じる
結果となった。当社「全国医療職求人案件調査」（2009年11月現在）調べ

看護職地域別平均月額募集給与（2009年11月）

最重要視する項目のトップ3は
「勤務地」「給与」「職場の雰囲気」！

地域間格差がより鮮明に！
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地域別応募求人倍率指数（‘09/9-11 ）
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出所：当社看護職向け求人サイト「カンゴジョブ」調べ


